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5月5日に別所公春まつりが4年ぶりに通常開
催で行われ、大人から子どもまで約60人が武
者行列に参加しました（上の丸公園周辺）。

詳しくは広報みき7月号
でお知らせします。

三木市が
「SDGｓ未来都市」に
選ばれました！

いざ、出陣じゃ

 特　集 
　農業を未来につなぐ地域計画
～地域の今後の農業について話し合いませんか～



育
成
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、農
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、「
地
域
計
画
」の
策
定
を
進
め
ま
す
。

「
地
域
計
画
」と
は

地
域
農
業
の
将
来
を
守
る
た
め
、農
業

者
を
は
じ
め
、地
域
の
皆
さ
ん
が
話
し
合
っ

て
作
る
地
域
農
業
の
未
来
設
計
図
で
、10

年
後
の
姿
を
描
き
ま
す
。

　

地
域
の
農
地
を
誰
が
耕
作
す
る
の
か
、

地
域
の
環
境
や
暮
ら
し
を
ど
の
よ
う
に

守
っ
て
い
く
か
を
、農
業
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
話
し
合
い
の
結
果
を
も

と
に
、県
や
農
協
な
ど
の
関
係
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
市
が「
地
域
計
画
」を
策
定
し

ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、国
が
定
め
る「
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
」と
い
う
法
律
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、令
和
５
年
４
月
〜
令
和
7
年

３
月
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
計
画
策
定
の
流
れ

①
推
進
体
制
づ
く
り

集
落
内
で
誰
が
中
心
と
な
っ
て
、ど

の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
進
め
て
い
く
の

か
を
明
確
に
し
た
推
進
体
制
を
作
り
ま

す
。

②
農
業
者
へ
の
意
向
調
査

　

農
地
所
有
者
の
方
々
に
、将
来
の
農

地
管
理
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

③
意
向
調
査
結
果
の
ま
と
め

　

意
向
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、農
地

ご
と
に
10
年
後
の
耕
作
状
況
や
管
理

状
況
を
把
握
し
ま
す
。

④
将
来
の
地
域
農
業
や
農
地
利
用
に
つ

い
て
話
し
合
い

　

将
来
、農
地
ご
と
に
誰
が
耕
作
す
る

か（
担
い
手
を
ど
う
す
る
か
）、ど
う
利

用
を
す
る
か
を
地
域
の
皆
さ
ん
で
話

し
合
い
、そ
の
結
果
を
地
図
に
落
と

し
、将
来
の
姿
を
描
き
ま
す
。

⑤
地
域
計
画
の
策
定

　

地
域
で
話
し

合
っ
た
内
容
を
も

と
に
地
域
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　

市
内
で
は
農
業
者
の
高
齢
化
、後
継
者

不
足
な
ど
か
ら
、こ
れ
か
ら
の
農
業
を
危

ぶ
む
声
が
多
く
の
地
域
で
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

今
、市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
農
業
生
産

や
農
地
利
用
、そ
し
て
、酒
米「
山
田
錦
」

を
は
じ
め
多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を
未
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、市
で
は「
地
域
計

画
」の
策
定
を
進
め
ま
す
。

市
の
農
業
の
現
状

　

市
の
面
積
の
約
2
割
を
し
め
る
農
地

（
2
，
2
1
8
h
a
）。
10
年
後
、20
年
後
、

皆
さ
ん
の
暮
ら
す
地
域
の
田
ん
ぼ
や
畑

は
、ど
う
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

　
市
内
で
は
、酒
米「
山
田
錦
」を
は
じ
め
、

野
菜
や
花
、ぶ
ど
う
な
ど
全
国
、世
界
に

誇
る
多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
品
が
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
令
和
2
年
8
月
に
市
内
約
2
千
7
百
名

の
農
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、50
％
を
超
え
る
方
が「
家
族
内
に
後

継
者
が
い
な
い
」と
回
答
し
、約
7
割
が「
61

歳
以
上
」と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、今
後
も
引
き
続
き
、地
域
の
農

地
・
農
業
を
守
り
、多
く
の
方
々
に
よ
っ
て
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将
来
、誰
が
地
域
の
農
業
を
担
う
？

　
地
域
計
画
で
は
、将
来
の
担
い
手
を
ど
う

す
る
か
の
話
し
合
い
も
行
い
ま
す
。「
個
人

農
家
」や「
認
定
農
業
者
」、「
認
定
新
規
就
農

者
」、「
集
落
営
農
組
織
」の
ほ
か
、農
作
業
の

受
託
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
体
や
意

欲
的
に
農
業
に
取
り
組
む
方
々
も
、担
い
手

に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、広
い

視
点
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・認
定
農
業
者
：
農
業
経
営
の
目
標
に
向
け

て
、自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
策
定
し
た

経
営
改
善
計
画
が
市
に
認
定
さ
れ
た
農

業
者
の
こ
と（
令
和
5
年
4
月
現
在
・
市

内
57
経
営
体
が
認
定
）。

・認
定
新
規
就
農
者
：
新
た
に
農
業
を
始
め

よ
う
と
す
る
方
で
、作
成
し
た
青
年
等
就

農
計
画
が
市
に
認
定
さ
れ
た
新
規
就
農

者
の
こ
と（
令
和
５
年
４
月
現
在
、市
内

11
経
営
体
が
認
定
）。

・集
落
営
農
組
織
：
集
落
な
ど
、ま
と
ま
り

の
あ
る
地
域
内
の
農
家
が
、農
業
生
産
を

共
同
で
取
り
組
む
組
織
の
こ
と（
令
和
５

年
４
月
現
在
、市
内
55
組
織
が
活
動
）。

農
家
の
想
い
を
伺
い
ま
し
た

　

吉
川
町
福
吉
地
区
で
は
、ほ
と
ん
ど

の
世
帯
で
農
地
を
所
有
し
、主
に
山
田

錦
な
ど
の
お
米
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

同
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、農
家
の
高
齢

化
や
後
継
ぎ
が
い
な
い
と
い
う
問
題
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
根
拠
な
く
、周
り
が
高
齢

に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

地
域
計
画
の
取
組
で
農
地
利
用
地
図
を

作
成
し
た
際
に
、70
歳
以
上
の
農
家
が

半
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
5
年
10
年
後
の

時
代
に
担
い
手
が
少
な
く
な
る
こ
と
を

危
惧
し
て
い
ま
す
。

　
農
村
環
境
は
農

家
だ
け
で
な
く
、家

族
、後
継
ぎ
、近
隣

住
民
な
ど
村
全
体

の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
計

画
を
活
用
し
、地
域
ご
と
に
共
通
認
識

を
持
ち
、農
業
を
残
す
た
め
に
何
が
必

要
か
を
話
し
合
っ
て

進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
計
画（
農
地
利
用
地
図
）の
イ
メ
ー
ジ
図

農業を未来につなぐ地域計画
～地域の今後の農業について話し合いませんか～
問（市）農業振興課 農業政策係

現状把握
誰がどこを管理している
のか明確化
地図にして見える化

計画の実現
ゆるやかに農地を集約・
集積

〈アンケート回答〉家族の中に後継者はいますか

市内農業者の年齢構成
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目標地図素案
当面めざす姿を明確化
（随時見直し可能）
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E
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A
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D
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C
個人
D
個人
F

個人
C
個人
C

個人
D
個人
D

6 41

191

504

945

738

289

後継者がおりすでに専業で就農 2％

農業以外に従事しているが、
将来農業を継ぐ予定
24％

現在、在学中であるが、
将来農業を継ぐ予定
4％

（出典）三木市農業と農村の振興に向けたアンケート調査〔令和2年8月〕

家族内に
後継者がいない
53％

無回答
17％

集落営農B集落営農B

法人A
農業支援
サービス事業体

約7割が
61歳以上

要
か
を
話
し
合
っ
て

進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

福吉地区 区長
永塩　有 さん



農
地
の
貸
し
借
り
を
ス
ム
ー
ズ
に

　

地
域
計
画（
目
標
地
図
）に
位
置
付
け

た
借
り
手
に
対
し
て
、農
地
を
貸
し
た
い

人
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、ま
と
ま
り
の

あ
る
形
で
農
地
の
貸
付
け
を
す
る
制
度

（
農
地
中
間
管
理
事
業
）が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、公
的
機
関
で
あ
る（
公
社
）ひ
ょ
う

ご
農
林
機
構（
農
地
バ
ン
ク
）が
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
公
社
が
間
に
入
り
、農
地

の
貸
し
手
と
借
り
手
が
農
地
バ
ン
ク
を
通

し
て
、農
地
を
貸
し
借
り
す
る
こ
と
で
、

双
方
と
も
安
心
し
て
地
域
農
業
の
発
展
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

借
り
手
は
個
別
に
貸
し
手
と
直
接
、契

約
な
ど
の
事
務
を
す
る
こ
と
な
く
、
ま
と

ま
っ
た
農
地
を
長
期
間
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、新
規
就
農
者
で
も
安
心
し
て

使
い
勝
手
の
よ
い
農
地
を
借
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
計
画
の
区
域
や
目
標
地
図
に
位
置

付
け
ら
れ
た
経
営
体
に
は
、い
ろ
い
ろ
な

支
援
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、農
業
振
興
課
、農
業
委
員

会
な
ど
関
係
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
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地
域
農
業
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

令
和
5
年
度
以
降

従
来
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農地の貸し手

農地の貸し手

農地バンク農地の借り手

農地の借り手

貸付 貸付

貸付

　

私
は
、兵
庫
県
下
の
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
で
普
及
指
導
員
と
し
て
、野
菜
産

地
の
育
成
や
担
い
手
育
成
業
務
を
担
当

し
、三
木
市
に
お
い
て
も
約
10
年
間
普
及

指
導
活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

水
田
の
休
耕
が
増
え
て
い
た
り
、野
菜

や
果
樹
、花
き
な
ど
の
園
芸
作
物
の
生
産

が
減
少
し
、「
数
年
後
に
は
集
落
に
農
業

の
担
い
手
や
後
継
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

く
」と
い
っ
た
声
を
、地
域
や
農
家
か
ら

よ
く
聞
き
ま
す
。
市
の
農
業
に
お
い
て
、

「
農
業
生
産
や
農
地
利
用
の
継
承
」と「
担

い
手
の
育
成
」が
、大
き
な
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
三
木
市
農
業
振
興
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

地
域
に
入
り
、地
域
の
将
来
像
を
明
確
化

す
る「
地
域
計
画
」の
策
定
や
認
定
農
業

者
、新
規
就
農
者
、集
落
営
農
組
織
な
ど

の
中
心
経
営
体
の
育
成
、農
業
者
の
生
産

や
経
営
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
行
う
こ
と

で
、地
域
や
農
業
者
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
農
業
を
担
う
人
が
い
な
い
の
に
、ど

の
よ
う
に
し
て
将
来
計
画
を
策
定
す
る
の

か
？
」と
い
う
声
を
多
く
聞
い
て
い
ま
す
。

地
域
計
画
を
き
っ
か
け
に
、地
域
の
皆
さ

ん
で
農
業
や
農
地
の
こ
と
を
話
し
合
っ
て

い
た
だ
き
、い
ろ
ん
な
案
を
出
し
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
、解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、地
域
計
画
の
策
定
に
際
し
、

地
域
の
方
々
に
農
地
利
用
の
現
況
地
図
づ

く
り
や
、農
家
の
皆
さ
ん
に
今
後
の
農
業

の
意
向
を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
結
果
か
ら
関
係
機
関
と
と
も
に
、今

後
の
農
業
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
つ
く

り
ま
す
。

　

農
業
生
産
や
農
地
を
守
り
、引
き
継
ぐ

こ
と
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
や
環

境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

地
域
計
画
は
、農
業
者
や
農
地
所
有
者
だ

け
で
は
な
く
、地
域
の

皆
さ
ん
、
市
、
関
係
機

関
が
一
緒
に
協
力
し
て

作
っ
て
い
き
ま
す
。

け
で
は
な
く
、地
域
の

皆
さ
ん
、
市
、
関
係
機

関
が
一
緒
に
協
力
し
て

作
っ
て
い
き
ま
す
。

農業振興プランナー
北村　紀二 さん

災害時のために事前の備え 問・申込 (市)危機管理課

　災害発生時、まずは自分の身を守ることが重要です。
梅雨や台風シーズンを前に今一度、暮らしの中の防災を
点検しておきましょう。
　台風や豪雨の際は、的確な事前情報の把握と早急な避
難行動の開始が重要です。
　市や気象庁などが発信する災害状況や避難情報などに
注意しましょう。

1・2次避難所の名称を変更

備えを確認！！
　災害発生後に数日間の自給自足をするため、物資をリュックなどに入れ、すぐに持ち出せるよ
うに準備し、飲料水や非常食は、定期的に点検し交換しましょう。

●非常持出品・備蓄物資のチェック
□ 貴重品（現金、預貯金通帳、印鑑、マイナンバー
カード、健康保険証など）
□ 応急医薬品・常備薬（消毒液、鎮痛剤、ばんそう
こう、お薬手帳など）
□ 衛生用品（マスク、せっけん、歯ブラシ、タオル、
ティッシュなど）
□ 衣類（上着、下着、靴下、軍手、レインコートな
ど）
□ 非常食・飲料水（缶詰、チョコレート、水など）
□ 生活用品（ライター、ろうそく、ビニール袋、ポ
リ袋、簡易トイレなど）
□ その他（ヘルメッ
ト、防災ずきん、
携帯ラジオ、懐中
電灯、モバイル
バッテリーなど）

●命のカプセルの活用
　緊急時の連絡先やお薬手帳の情報
を記載した用紙を専用カプセルに入
れて冷蔵庫のサイドポケットに保管
しておくことで、災害時や救急時に
救急隊員などがカプセルの情報を確
認し、救急処置、医療支援を適切か
つ迅速に行うことができます。

▼入手方法
　・  避難行動要支援者登録の方は
民生委員・児童委員が随時訪
問して配布します。

　・ 希望者は（市）危機管理課また
は各市立公民館で申し込んで
ください。

　令和5年4月から、1・2次避難所の違いや役割を分かりやすくするため、名称を変更しました。

変更前 変更後
命を守るために逃げ込む場所
(主に自治会の集会所・公園) 1次避難所 指定緊急避難場所

一定期間生活を行う場所
(主に市公共施設) 2次避難所 指定避難所

◀詳しくは
　（公社）ひょうご農林機構の
　ホームページを
　確認してください。
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三木安全安心ネットに登録を

災害時の感染予防には手洗いが大切！

　市内で発令された警報や避難情報、気象情報の
ほか、防犯情報などをメールで通知します。
●配信メールの種類（必要な情報に絞って選択可）
・緊急情報メール（防災情報や防犯情報など）
・気象情報メール（地震や気象警報など）
・国民保護情報メール(武力攻撃情報など)
・お知らせメール（防災豆知識など）
●登録方法
右記の二次元コードから、または、
miki@bosai.net
へ空メールを送信してください。

アプリ「ひょうご防災ネット」に登録を
　ひょうご防災ネットのスマートフォンアプリ
は、三木安全安心ネットの内容などをお知らせす
るアプリです。地図で避難場所の検索などがで
きます。いざという時のために、登録をお願いし
ます。

　実際に災害が発生したり、発生しそうな場
合は、自ら命を守るために、避難所への避難が
必要になる場合があります。避難所では感染
症の拡大リスクが高まります。十分な換気の
実施や、スペースの確保など行っていますが、
感染防止には、避難者全員の協力が必要です。
　特にご自身に触れる手指を清潔に保つのは
重要です。水が出る場合には、せっけんでの
手洗い、出ない場合にはアルコール消毒剤で
の手指消毒を行いましょう。その際、親指や
指先、指の間、手首などは手指衛生が不十分に
なりやすいと報告されています。
　不十分になりやすい箇所を意識して洗いま
しょう。

■最も手洗いが不十分になりやすい
■手洗いが不十分になることが多い
■手洗いが不十分になることが少ない
■比較的洗えている
（参考） Taylor,L.,Nursing Times,74,54（1978）
【協力】サラヤ株式会社

▲登録はこちら

▲ 利用方法は
　こちら

ハザードマップで確認を
　災害発生時に危険と思われる区域
や災害時の避難場所などを地図にま
とめたハザードマップを作成してい
ます。普段から自宅や自宅周辺、勤務
地などの区域にどのような災害発生
の恐れがあるのかを確認しておきま
しょう。

▲ 電子データ版
はこちら

手洗いが不十分になりやすい箇所

  みっきぃナビ

相　
　
談

健　
　
康

子
育
て

教
室・講
座

募
集・採
用

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

施　
　
設

教
室・講
座

催　
　
し

対象（12歳以上） ワクチン 接種日

追加接種
（緑色の接種券
をお持ちの方）

オミクロン
株対応ファ
イザー

6月1日、3日、
8日、18日、
22日、24日、
7月2日、6日

1回目接種 ファイザー 6月3日

新型コロナワクチン
令和5年春開始接種情報

問  (市)健康増進課　☎86－0900
掲載内容は5月24日時点の情報です。

▲ホームページ

▶期間　8月31日㈭まで
▶対象者
　①65歳以上の方
　②12歳以上64歳以下で基礎疾患がある方
　③ 医療従事者、高齢者施設等従事者（64歳
以下）

　 （②③は接種券発行の申請が必要です。詳
しくは、市ホームページをご覧ください。）

▶接種券　 緑色の接種券（対象者に随時配送）
●個別接種
　かかりつけ医、近くの医療機関で接種が可
能です。ワクチン接種実施医療機関は接種券
に同封のチラシや市ホームページで確認して
ください。
●集団接種
　次の日程で集団接種を行います。すでに予

約が定員に達している場合があるため、各日
程の予約可能時間を市ホームページやコール
センター（☎0570-079-486）で確認してく
ださい。
　障がいのある方には、障がいの特性に応じ
た支援を行えるよう、コールセンターでの予約
時に必要な配慮などについて伺います。
▶場所　総合保健福祉センター

　高齢者など、重症化リスクの高い方を対象に、追加接種を実施します。さらに、秋以降にすべての
方に対して個別接種（医療機関での接種）による追加接種を実施する予定です。

6月1日、3日、
8日、18日、
22日、24日、
7月2日、6日

　
高
齢
者
に
対
す
る
特
殊
詐
欺
な
ど
の
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
取
組
と
し
て
、防
犯
機

能
付
き
電
話
機
な
ど
を
購
入
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象　
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
方
で

次
の
全
要
件
を
満
た
す
方（
疾
病
そ
の

他
の
理
由
に
よ
り
機
器
を
購
入
で
き
な

い
場
合
は
、同
居
で
生
計
を
一
に
す
る

世
帯
員
も
申
請
可
）

　
・70
歳
以
上
で
あ
る
方
が
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い

　
・暴
力
団
員
な
ど
で
な
い

▼
補
助
額（
1
世
帯
1
台
限
り
）

　
固
定
電
話
機　
上
限
8
，
0
0
0
円

　
外
付
け
録
音
機　
上
限
4
，
0
0
0
円

▼
申
請
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

12
月
28
日
㈭
ま
で

●
対
象
と
な
る
機
器
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問・申
請
(市)
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

防
犯
機
能
付
き
電
話
機
な
ど
の
購
入
を
補
助

防犯
　
平
日
に
来
庁
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、第
4
日
曜
に
申
請・交
付
の
臨
時

窓
口
を
実
施
し
ま
す（
要
事
前
予
約
）。

▼
実
施
日

6
月
25
日
、7
月
23
日
、

8
月
27
日
、9
月
24
日

▼
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所　
市
役
所　
3
階
市
民
課

▼
受
付
内
容　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請・交
付（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
登
録

な
ど
、他
の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。）

▼
予
約
方
法　
各
実
施
日
直
前
の
木
曜
日

ま
で
に
市
民
課
市
民
係
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
電
話
予
約
の
受
付
時
間
】平
日
午
前
8

時
30
分
〜
正
午
、午
後
1
時
〜
5
時

●
時
間
指
定
の
完
全
予
約
制
で
す
。

●
交
付
の
場
合
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
が
必
要
で
す
。

問・申
込
(市)
市
民
課
市
民
係

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
日
曜
臨
時
窓
口
を
実
施

マイナ
ンバー

▲ホームページ　
　はこちら

▲ホームページ
　はこちら



　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
る
県
と
市

の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
、商
店
街
連
合

会
が
プ
レ
ミ
ア
ム
お
買
い
物
券
を
発
行

し
、地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
販
売
数

1
２
，
０
０
０
セ
ッ
ト

▼
販
売
価
格　
1
０
，
0
0
0
円

（
1
，
0
0
0
円
券
の
12
枚
つ
づ
り
）

7
枚
の
共
通
券（
緑
色
）は
全
取
扱
店

で
、5
枚
の
専
用
券（
赤
色
）は
大
手
量

販
店（
ス
ー
パ
ー
な
ど
）以
外
の
取
扱
店

で
利
用
で
き
ま
す
。

▼
購
入
対
象
者　
市
内
在
住
の
方

▼
利
用
期
間

8
月
1
日
㈫
〜
9
月
30
日
㈯

▼
取
扱
店
舗

6
月
1
日
折
込
の
チ
ラ
シ

（
各
公
民
館
で
も
配
布
）ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法　
①
往
復
は
が
き
、ま
た
は

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

①
往
復
は
が
き

　
往
復
は
が
き
に
次
の
内
容
を
記
入
し

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
結
果
と
商

品
券
の
引
き
換
え
日
時
・
場
所
な
ど
を

返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
往
信
用
表
面（
宛
先
）】　

　
　
〒
6
7
3
‐
0
4
3
1

   

三
木
市
本
町
2
丁
目
1
番
18
号

  

三
木
市
商
店
街
連
合
会
商
品
券
係

　
【
往
信
用
裏
面
】　

（ア）
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ

（イ）
郵
便
番
号・
住
所
（ウ）
電
話
番
号（
携

帯
可
）
（エ）
購
入
希
望
数（
上
限
2
セ
ッ

ト
）
（オ）
交
換
希
望
場
所（
市
役
所
3
階

み
っ
き
ぃ
ホ
ー
ル
、コ
ー
プ
緑
が
丘

店
に
設
置
さ
れ
る
特
設
会
場
）

　
【
返
信
用
表
面
】　
郵
便
番
号・住
所・氏
名

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

6
月
26
日
㈪
必
着

▼
注
意
事
項　

・
1
人
に
つ
き
応
募
で
き

る
往
復
は
が
き
は
1
通
の
み

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

問・申
込
三
木
市
商
店
街
連
合
会

　
　
　

☎
0
7
0
‐
9
1
3
9
‐
6
2
3
8

   【
受
付
時
間：平
日
正
午
〜
午
後
3
時
】

　
　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
お
買
い
物
券
を
発
行

物価高
騰対策
三
木
市
商
店
街
連
合
会

　

み
っ
き
ぃ
☆
健
康
ア
プ
リ
に
設
定
さ
れ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
上
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
訪
れ
る

と
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る「
モ
バ
イ
ル
ラ
リ
ー
」機

能
を
追
加
し
ま
し
た
。

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス（
随
時
追
加
予
定
）

吉
川
山
田
錦
の
さ
と
コ
ー
ス（
約
4・5
㎞
）

●
イ
ベ
ン
ト
参
加
で
ポ
イ
ン
ト
付
与

　
ア
プ
リ
内
で
案
内
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

と
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
　
6
月
8
日
㈭　
み
っ
き
ぃ
ハ
イ
キ
ン
グ「
あ
じ

さ
い
フ
ロ
ー
ラ
み
き
散
策
」

　
　
6
月
10
日
㈯　
み
っ
き
ぃ
ハ
イ
キ
ン
グ「
子
午

線
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
巡
り
」

　
　
6
月
11
日
㈰　
歯
と
口
の
健
康
展

●
出
張
説
明
会
を
受
付
中

市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、市
職
員
が
希
望
の

場
所
に
伺
い
、ア
プ
リ
の
使
い
方
な
ど
の
説
明
を

行
う
出
張
説
明
会
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
▼
対
象　

希
望
者
が
お
お
む
ね
5
名
以
上
で
会

場
、机
、椅
子
、電
源
を
準
備
で
き
る
グ
ル
ー
プ

問
(市)
医
療
保
険
課
保
健
事
業
担
当

み
っ
き
ぃ
☆
健
康
ア
プ
リ

に
新
機
能
を
追
加

健康・デジタル

　

市
民
が
企
画・
実
施
す
る
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
講
座
を
支
援
し
ま
す
。

▼
応
募
要
件（
次
の
要
件
の
ほ
か
、市
が

定
め
る
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）　

·
市
内
団
体
が
市
内
で
実
施
す
る

·
実
施
期
間
が
10
月
1
日
〜
令
和
6
年

3
月
31
日
で
あ
る　
な
ど

▼
支
援
内
容　
講
座
開
催
に
係
る
経
費
を

助
成（
上
限
5
万
円
）な
ど

▼
募
集
期
間

8
月
1
日
㈫
ま
で

問・申
請
(市)
男
女
共
同
参

          

画
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
企
画
講
座
を
支
援

助成金

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
7
月
1
日
に
更
新

健康・
医療

　
高
齢
期
移
行・子
ど
も
医
療・母
子
家
庭

等
医
療・重
度
障
害
者
医
療・高
齢
重
度
障

害
者
医
療
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
の
各

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
は
6
月
30
日
㈮
で

有
効
期
間
が
終
了
し
ま
す
。

7
月
か
ら
の
受
給
者
証
は
、令
和
4
年

中
の
所
得
に
よ
り
判
定
し（
子
ど
も
医
療

は
所
得
制
限
な
し
）、対
象
と
な
る
方
に

は
新
し
い
受
給
者
証
を
6
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
受
給
資
格
が
な
く
な
る
方
や
申

請
な
ど
が
必
要
な
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

問
(市)
医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係

　
自
然
環
境
の
保
全
や
地
球
温
暖
化
の
防

止
な
ど
に
向
け
た
活
動
を
行
う
団
体
に
対

し
て
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体（
次
の
要
件
の
ほ
か
、市
が

定
め
る
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

·
団
体
の
構
成
員
が
5
名
以
上
で
あ
る

·
市
内
に
事
務
を
行
う
場
所
が
あ
り
、

市
内
で
活
動
す
る　
な
ど

▼
補
助
対
象
期
間

交
付
決
定
を
受
け
た

日
か
ら
令
和
6
年
2
月
29
日
㈭
ま
で

▼
補
助
金
額

対
象
経
費
の
合
計
ま
た
は

5
万
円
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

▼
募
集
期
間

6
月
30
日
㈮
ま
で

問・申
請  

(市)
生
活
環
境
課
環
境
政
策
・
消

費
者
行
政
係

自
然
環
境
保
全
活
動
を
行
う
団
体
を
支
援

助成金

公
共
用
水
域
測
定
結
果
を
公
表

環境
　

市
で
は
、美
嚢
川
な
ど
市
内
7
河
川
、

15
地
点
※
で
水
質
監
視
を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
4
年
度
の
結
果
、ヒ
素
、六
価

ク
ロ
ム
、カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
、人
の
健
康

保
護
に
関
す
る
項
目
は
す
べ
て
環
境
基
準

を
達
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て

公
共
用
水
の
水
質
汚
濁
の
状
況
監
視
を
行

い
ま
す
。

※
別
所
橋
、末
広
橋
、上
津
橋
、久
留
美
、

東
栄
橋
、里
脇
橋
、八
幡
橋
、小
中
橋
、

昭
和
橋
、小
川
橋
、岩
宮
、御
坂
、呑
吐

ダ
ム
下
流
、細
目
橋
、丹
生
橋

問  

(市)
生
活
環
境
課
環
境
政
策
・
消
費
者

行
政
係

認
知
症
カ
フ
ェ
活
動
に
補
助
金
を
交
付

補助金
　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ

た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る
交
流
の

場（
認
知
症
カ
フ
ェ
）に
対
し
て
、運
営
に

必
要
な
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体（
次
の
要
件
の
ほ
か
、市
が

定
め
る
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

·
市
を
拠
点
と
す
る
団
体
で
、5
名
以
上

で
構
成
し
、半
数
以
上
が
市
内
在
住

で
あ
る

·
構
成
員
に
認
知
症
の
方
の
介
護
経
験
が

あ
る
人
な
ど
が
1
名
以
上
在
籍
す
る

·
月
1
回・1
時
間
以
上
活
動
す
る
な
ど

▼
補
助
内
容

·
基
礎
補
助
額

　
　
上
限
4
8
，
０
０
０
円
／
年

·
利
用
者
数
加
算

　
　
10
〜
20
人
未
満　
5
0
0
円
／
月

　
　
20
人
以
上　
1
，
０
０
０
円
／
月

·
開
催
回
数
加
算

　
　
月
2
回
以
上　
5
0
0
円
／
月

▼
受
付
期
間

6
月
30
日
㈮
ま
で

問・申
請  

(市)
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

30

▲ホームページ
　はこちら

▲詳細はこちら

▲申請方法など
　詳細はこちら

▲申請方法など
　詳細はこちら

▲申請方法など
　詳細はこちら

みっきぃナビみっきぃナビ

相　
　
談

健　
　
康

子
育
て

教
室・講
座

募
集・採
用

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

施　
　
設

教
室・講
座

催　
　
し
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市
内
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
商
売
な

ど
を
展
開
す
る
事
業（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
）や
、既
存
店
舗
の
魅
力
向
上
を
図
る
事

業（
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
）に
対
し
て
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

▼
対
象
者　
新
規
出
店
希
望
者

▼
募
集
期
間

6
月
30
日
㈮
ま
で

▼
助
成
内
容　

家
賃
補
助（
家
賃
の
2
分

の
1
以
内
、上
限
7
万
円
／
月
）

▼
助
成
期
間　
最
長
12
カ
月
間

バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
事
業

▼
対
象
者　
三
木
市
商
店
街
連
合
会
ま
た

は
三
木
商
工
会
議
所
会
員
か
つ
既
存
場

所
で
3
年
以
上
継
続
し
て
事
業
を
営
む
方

▼
募
集
期
間

7
月
31
日
㈪
ま
で

▼
助
成
額　

改
装
・
備
品
費
・
I
T
助
成

費〔
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
・
上

限
15
万
円
〕

問・申
請
商
店
街
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
推
進
委
員
会

・三
木
商
工
会
議
所　
☎
8
2ｰ

3
1
9
0

・三
木
市
商
店
街
連
合
会

  

☎
8
3ｰ

3
3
7
7

・(市)
商
工
振
興
課
商
業
労
政
係　

新
規
出
店
や
既
存
店
の
魅
力
向
上
を
支
援

事業者
支援

　
事
業
の
立
ち
上
げ
な
ど
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
補
助
し
、起
業
し
や
す
い
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

▼
対
象（
次
の
要
件
の
ほ
か
、市
が
定
め

る
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

　

起
業
ま
た
は
第
二
創
業
を
す
る
日
に

お
い
て
、市
内
に
住
所
お
よ
び
主
た
る

事
業
所
が
あ
る
個
人
ま
た
は
法
人
な
ど　

▼
補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1

（
上
限
50
万
円
）

　

さ
ら
に
、事
業
に
使
用
す
る
た
め
に

空
き
家
を
改
修
し
た
場
合
は
、当
該
費

用
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
補
助

金
額
に
加
算（
上
限
50
万
円
）。

▼
募
集
数

4
件
程
度

▼
募
集
期
間

6
月
9
日
㈮
〜
7
月
7
日
㈮

問・申
請
(市)
商
工
振
興
課
中
小
企
業
振
興
係

起
業・第
二
創
業
を
め
ざ
す
方
を
支
援

起業家
支援

　
道
路
の
幅
が
4
m
未
満
の
市
道（
狭
あ
い
道
路
）に

お
い
て
、道
路
拡
幅
に
伴
う
後
退
用
地
を
寄
附
し
た

方
に
、測
量
や
登
記
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
対
象
と
な
る
土
地　
市
街
化
区
域
に
あ
る
狭

あ
い
道
路
に
接
す
る
敷
地
で
建
築
確
認
申
請
を
す

る
も
の
、ま
た
は
、既
に
建
築
物
が
建
築
さ
れ
て

い
る
敷
地
で
適
正
に
後
退
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の

▼
助
成
金
額

①
市
街
化
区
域
内
で
防
災
街
区
課
題
地
域
外

測
量
お
よ
び
登
記
費
用
の
2
分
の
1（
上
限

20
万
円
）

　
②
防
災
街
区
課
題
地
域
内（
一
部
の
区
域
を
除
く
）

測
量
お
よ
び
登
記
費
用
の
3
分
の
2（
上
限

30
万
円
）

問・申
請  

(市)
建
築
住
宅
課
指
導
係

助成金

狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
助
成

　（令和4年4月～令和5年3月における年間平均値） 問 (市)水道工務課 施設係

項　　目 水質基準値
配　　　　　水　　　　　区　　　　　域　　　　　名

三木山 東部 西部 脇川 広野 自由が丘 城山 小林 北部 みなぎ台 畑枝

一般細菌 100個/㎖ 以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大腸菌 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

塩化物イオン 200㎎/ℓ以下 15 13 12 18 12 13 15 19 18 18 18

有機物  3㎎/ℓ以下 0.3未満 0.7 0.3未満 0.7 0.3未満 0.6 0.3未満 0.3未満 0.8 0.8 0.8

ＰＨ値 5.8以上8.6以下 7.3 6.9 7.1 7.3 7.1 6.9 7.3 7.5 7.5 7.5 7.3

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭　気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色　度 5度以下 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

濁　度 2度以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

令和4年度　水質検査結果 三木の水道はすべて水質基準を満たしています

　
井
戸
水
な
ど
の
水
道
水
以
外
の
水
を
使
用
し
て
公
共
下

水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
汚
水
を
流
す
場
合
に
は
、あ
ら

か
じ
め
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、す
で
に
届
出
を
し
て
い
る
方
も
、次
の
変
更
が

あ
る
場
合
は
市
へ
報
告
が
必
要
で
す
。

·
井
戸
水
か
ら
水
道
水
へ
切
り
替
え
た
と
き

·
井
戸
水
を
使
用
す
る
箇
所
を
変
更
し
た
と
き

·
転
入
転
出
な
ど
で
使
用
人
数
が

　
変
わ
っ
た
と
き

問
(市)
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係

井
戸
水
の
使
用・変
更
は
届
出
を

　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、ア
パ
ー
ト
な
ど
に
設
置
さ
れ
て

い
る
受
水
槽
は
所
有
者（
管
理
者
）が
適
正
に
管
理
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　

安
全
な
水
を
宅
内
に
供
給
す
る
た
め
、年
に
1
度
は
清

掃
と
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

問
(市)
水
道
業
務
課
給
水
係

受
水
槽
適
正
管
理
の
お
願
い

転
入
転
出
な
ど
で
使
用
人
数
が

上
下
水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

上下
水道

こんな時は
三木市水道お客様センターへ

● 転入や転居で水道を使用・中止する
● 売買、相続などにより名義人が変わる
● 連絡先が変わる
●長期間留守にする　など
☎82ー2010
午前8時30分～午後5時
（平日のみ）
午前8時30分～午後5時

7
月
か
ら
9
月
の
検
針
業
務
で
は
、検
針
員
の
熱
中

症
対
策
と
し
て
、早
朝
お
よ
び
夕
方
の
比
較
的
涼
し
い

時
間
帯
に
検
針
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
(市)
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
8
2ｰ

2
0
1
0

夏
場
の
検
針
に
つ
い
て

▲申請方法など
　詳細はこちら

▲申請方法など
　詳細はこちら

▲
道路中心線

狭あい道路

建築用地
後退
部分

2m後退

後退部分の寄
附に必要な測
量および登記
費用を助成

市がアスファ
ルト舗装など
を施工

相　
　
談

健　
　
康

子
育
て

教
室・講
座

募
集・採
用

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

施　
　
設

教
室・講
座

催　
　
し

みっきぃナビみっきぃナビ
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融資あっせんの流れ

　
排
水
設
備
工
事
業
者（
指
定
工
事
店
）

　
融
資
取
扱
金
融
機
関

（
J
A
み
の
り
ま
た
は
J
A
兵
庫
み
ら
い
）

　
申
請
者（
あ
な
た
）

　
市（
下
水
道
課
）

工
事

着工

竣工

　

水
道
は
、市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え

る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。

　
安
全・
安
心
な
水
道
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
供

給
す
る
た
め
、施
設
の
維
持・
修
繕
や
水
質
管
理
に
加
え
、

緊
急
時
対
応
や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
主
な
取
組

·
自
由
が
丘
配
水
池
の
耐
震
化

·
水
道
施
設
お
よ
び
配
水
管
の
維
持
修
繕　
な
ど

問
(市)
水
道
業
務
課
経
営
管
理
係

　

持
続
可
能
な
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、下

水
道
施
設
の
更
新
に
よ
り
汚
水
の
安
定
し
た
処
理
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、将
来
計
画
を
ま
と
め
た
経
営
戦
略
に
基
づ

き
、健
全
な
経
営
を
推
進
し
ま
す
。

●
主
な
取
組

·
下
水
道
処
理
施
設
の
機
器
更
新

·
マ
ン
ホ
ー
ル
や
下
水
道
管
の
維
持
管
理
·
更
新

な
ど

問
(市)
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係

　

市
で
は
、下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
す
る
方
に
、市
内

の
融
資
取
扱
金
融
機
関
か
ら
資
金
が
借
り
ら
れ
る
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
あ
っ
せ
ん
の
要
件

･
建
物
の
所
有
者
ま
た
は
所
有
者
の
同
意
を
得
た
使
用

者
で
あ
る
こ
と

･
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、独
立
の
生
計
を
営
み
、

償
還
能
力
が
あ
る
方　
な
ど

▼
あ
っ
せ
ん
額　
一
戸
当
た
り
80
万
円
以
内

▼
融
資
利
率　
年
2
·
4
%（
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で
）

▼
返
済
方
法

60
カ
月
以
内
の
元
利
均
等
返
済（
ボ
ー
ナ

ス
返
済
の
併
用
可
）

　
制
度
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
(市)
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係

排
水
設
備
改
造
資
金
の
融
資

を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

令
和
5
年
度
下
水
道
事
業
予
算

① 事前に見積依頼・受領
② 融資あっせん申請書提出

③ 事前協議

④ 回答
⑤ 回答

⑥ ⑤の回答が「可」である
　　ことを確認後、工事発注

⑦ 検査

⑧ ⑦が「検査合格」であれば
　　 融資決定通知

⑧ 融資依頼

⑨ 融資契約締結

上
下
水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

上下
水道

令
和
5
年
度
水
道
事
業
予
算

▲ホームページ
　はこちら

　

市
水
道
事
業
で
は
、老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や
耐
震

化
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
5
年
3
月
に
は
、大
二
谷
配
水
池（
細
川
町
瑞
穂
）

の
改
修
工
事
が
完
了
し
、災
害
に
強
い
施
設
と
し
て
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
構
造
形
式　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
製
構
造

▼
有
効
水
深

5・0
m

▼
有
効
容
量

1
0
0
㎥

問
(市)
水
道
工
務
課
施
設
係

大
二
谷
配
水
池
を
更
新

【お宅の水道は漏れていませんか？】

問 (市)水道お客様センター ☎82ー2010

【第65回水道週間】
６月１日㈭～７日㈬

問 (市)水道業務課 営業係

◀  出典
（公社）日本水道協会

パイロットを確
認。不使用時は
動きません。

給水管の老朽化などに
より、宅内での漏水が
多発しています。検針
時に異常があればお知
らせしていますが、今
一度、水道メーターを
確認しましょう。漏水
修理は、市の指定工事
事業者に相談してくだ
さい。

水道水　

安心・安全

これからも

本週間は、暮らしにな
くてはならない水道の
大切さを改めて考える
期間となっています。

水道料金
14億7,244万円

収入
17億4,004万円

収入
9,484万円

支出
17億1,932万円

支出
10億8,268万円

不足額※
9億8,784万円

予備費
3,000万円

基金運営に
伴う支出
873万円

基金運営に
伴う収入
873万円

長期貸付金償還金
8,500万円

工事負担金
111万円

施設の建設改良などの経費
10億4,395万円

その他
2億6,760万円

その他
1,101万円施設の

減価償却費など
5億4,797万円

管理運営に係る経費 
4,986万円

家庭に水を送るための経費
1億5,458万円

受水費
（県水の購入費）
5億4,590万円

水をつくるための
経費（受水費除く）
2億6,265万円

使用量の検針や徴収に係る経費
1億4,735万円

経営活動に伴う収入と支出
（損益収支のため消費税など抜き）

施設整備に要する収入と支出
（資本収支のため消費税など込み）

黒字額
2,072万円

※  不足額は現金支出を伴わない減価償却費や
営業による利益などで補います。

収入
23億6,087万円

支出
23億5,455万円

一般会計からの
繰入金
5億2,031万円下水道使用料

11億4,175万円 その他
6億9,881万円

その他
2,677万円

施設の
減価償却費など
13億7,575万円

借金の利息
2億3,259万円

管理運営などに
係る経費
4,643万円

使用量の検針や
徴収に係る経費
6,479万円

施設の
維持管理費
6億822万円

経営活動に伴う収入と支出
（損益収支のため消費税など抜き）

黒字額
632万円

収入
15億3,837万円

支出
26億3,616万円

不足額※
10億9,779万円

その他
1,043万円

施設の建設改良
などの経費
7億8,268万円

借金の返済
18億4,305万円

借金（企業債）
9億7,300万円

国県からの補助金
2億円

その他
3億6,537万円

施設整備に要する収入と支出 
（資本収支のため消費税など込み）

※  不足額は施設の減価償却費などの内部留保
資金などで補います。
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はかりの定期検査

　計量法の規定に基づき、吉川町区域ではかりを
取引や証明に使用している店舗、事業所などへ訪
問し、検査を実施します。
▶検査実施機関　（一社）兵庫県計量協会
▶検査期間　6月14日㈬～16日㈮
問（市）商工振興課 商業労政係

6月23日～29日は「男女共同参画週間」

男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責
任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性
と能力を十分に発揮することができる社会の形成
をめざして、毎年6月23日～29日までの1週間を
「男女共同参画週間」としています。
　この週間に合わせて、市役所プロムナードにて
啓発展示を行います。また、男女共同参画に関す
る図書の貸出や情報資料の提供は年間を通じて
行っています。ぜひ利用してください。
問（市）男女共同参画センター　☎89－2331

6月4日～10日は「危険物安全週間」

「意志つなぐ連携プレーで事故防ぐ」
(令和5年度危険物安全週間推進標語)

「危険物安全週間」は、危険物の保安に対する意識
の高揚および啓発を推進し、事業所などにおける自
主保安体制の確立を図るために制定されました。
　ガソリンや灯油などの危険物による事故を防ぐ
ため、保管方法や取り扱いに注意しましょう。
なお、ガソリンスタンドやホームセンターなどで

危険物を購入する際は本人確認が求められます。
問（市）消防本部 予防課　☎89－0171

熱中症に注意しましょう

昨年、市内での熱中症による救急搬送者は、61名
でした。梅雨時の蒸し暑い日も熱中症になりやす
いので十分に注意しましょう。
▶早目の対策を
  ・こまめに水分補給
  ・異変を感じたら身体を冷やし医療機関へ
  ・クーラーや扇風機などを上手に使用　など
自力で水が飲めない、意識がもうろうとする場合
は、すぐに救急車を呼びましょう。
問（市）消防署 救急救助課　☎89－0173

新婚さんの新生活を応援します！

　市では、市内で新生活をスタートする新婚夫婦に、
住居費や引越し費用など、最大100万円を支援して
います。
対  　 市内在住で、次のすべてに該当する夫婦
　・令和5年3月1日以降に婚姻
　・39歳以下
　・世帯所得が500万円未満(市空き家バンクに
　  掲載の住宅を購入した場合は所得要件なし）
　・2年以上三木市に居住予定
期令和6年3月29日㈮まで
申窓市ホームページ、市役所4階縁結び課にある

申請用紙に必要事項を明記し、添付書類を添
えて申請してください。

詳しくはホームページをご覧ください。
問・申請（市）縁結び課 縁結び係

▲ホームページ

「三木市しゅわちゃんねる」を配信中

「三木市しゅわちゃんねる」では、聴覚に障がい
のある方や耳が聞こえにくい方への支援として、
市政情報や暮らしの情報などが分かりやすく伝わ
るように字幕のついた手話動画を、動画投稿サイト
「YouTube」で配信しています。
▶現在の配信内容
  ・教えてごみの分別Q＆A
  ・手話でわかる健康的な食事
  ・お出かけスポット　など
問（市）障害福祉課 障害者支援係

ホームページ▶

還付金詐欺に注意してください‼

三木警察署だより　☎ 82－0110
　      

契約や商品に関するトラブルや多重債務に関することは 消費生活相談へ
日時  月・火・木・金曜（第2木曜と祝日を除く）　午前9時～正午、午後0時45分～4時
場所　市役所　2階消費生活センター （電話でも相談できます）

             　     消 費 生 活 相 談 　 　問（市）生活環境課

■ 高齢者とまわりの方に気を付けてほしい消費者トラブル10選 　　

①屋根や外壁、水回りなどの「高額・過剰修理」
②保険金で住宅修理できると勧誘し、代行料を
　請求する「保険金の申請サポート・不正請求」
③インターネットや電話、電力、ガスの「設備切
　替に便乗した悪質業者の勧誘」
④「スマートフォンの高額請求トラブル」
⑤健康食品や化粧品などの「契約トラブル」
⑥パソコンに警告表示「サポート詐欺」
⑦「架空請求」、「偽メール・偽SMS」
⑧在宅時の突然の「訪問勧誘、電話勧誘」
⑨「不安をあおる、同情や好意につけこむ勧誘」
⑩偽サイトなどに注意「インターネット通販」

【アドバイス】
消費者トラブルはひとごとではありません
・自分は大丈夫と思いこまず、日頃からいろいろ
な消費者トラブルについて知っておきましょう。
・家族や地域包括支援センターなどの職員からで
も相談することができます。被害の拡大を防ぐ
ために、できるだけ早く相談してください。
・まわりの方が日頃から高齢者の生活や言動、態度
などの様子を見守り、変化にいち早く気付くこと
がとても重要です。

全 部
詐欺です

● ATMで還付金を受け取ることはできません
　　市役所が休みの日※でも、市職員をかたる
　還付金詐欺のアポ電（特殊詐欺の予兆電話）
　が発生しています。医療費や保険料などの
　「払い戻し金がある」とATMへ誘導する電話
　にだまされないようにしましょう。
　※市役所の閉庁日：土・日・祝日、年末年始
　　（12月28日～1月3日）

「ATMで還付金を返す」
「暗証番号を教えて」
「現金、カードを預かる」

●警察からのお願い
  ・ 携帯電話で話をしながらATMを操作しない
ようにしましょう。

  ・ 電話をしながらATMを操作する人を見かけ
たら「ATMで還付金は受け取れない」ことの
声掛けと通報に協力してください。

  ・ 犯人は自分の声を録音されることを嫌いま
す。在宅中も自宅の電話

   を留守番電話に設定して
   用件を確認してから対応
   しましょう。

少しでも不安を感じたら警察に相談してください

▶7ページに「防犯機能付き電話機等の購入補助」のお知らせがあります

6人制バレーボール男女
総合選手権大会
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日 月 火 水 木 金 土
  1

小児科神沢クリニック
福井3丁目
☎83‒5950

2   3

   4 休日歯科診療   5   6

みやざきクリニック
大村
☎82‒2131

 7   8 

藤本クリニック
緑が丘町西2丁目
☎85‒6262

 9 10

【内・循】なかがわ内科クリニック
志染町広野1丁目　☎84‒1000
【整】 岩本整形外科 
志染町青山5丁目　☎85‒7181

 11 休日歯科診療 12  13
小島医院
末広1丁目
☎82‒1057

14 15

小児科神沢クリニック
福井3丁目
☎83‒5950

16 17

【精・神内】 羽賀神経内科医院  
志染町西自由が丘1丁目  ☎85‒1050
【外】 服部病院
大塚  ☎82‒2550

 18 休日歯科診療 19 20
小児科神沢クリニック
福井3丁目
☎83‒5950

21 22

藤本クリニック
緑が丘町西2丁目
☎85‒6262

23 24

【内・循内・呼内】 もり内科循環器科クリニック
末広1丁目　☎86‒8500
【整・リウ】 夢愛クリニック 
志染町西自由が丘1丁目  ☎84‒3739

 25 休日歯科診療 26 27
みやざきクリニック
大村
☎82‒2131

28 29

藤本クリニック
緑が丘町西2丁目
☎85‒6262

30

【内】みきやまリハビリテーション病院
大塚1丁目  ☎83‒3316
【耳】 こじま耳鼻咽喉科  
末広1丁目  ☎83‒8350

相　談
●乳幼児発達専門相談（すこやか相談）
子どもの言葉や発達・行動面の相談
日 6月21日㈬、7月5日㈬  午後1時～3時
申☎【要申込】
場･問総合保健福祉センター

●成人保健相談
医師・保健師・栄養士による相談・血圧測定・尿検査・
血液検査など
日 6月26日㈪　午後1時30分～3時
費血液検査：1,000円（かかりつけ医のある方は対象外）
申☎【要申込】
場･問総合保健福祉センター

●歯と口の健康相談
歯科医師による健診･相談と歯科衛生士によるブラッ
シング指導と口腔機能チェック
日 6月26日㈪  午後1時30分～3時
場･問総合保健福祉センター

●不妊・不育専門相談／男性不妊専門相談
県では、専門の医師・助産師などによる、不妊や習慣
性流産、不育症などに関する相談を行っています。相
談日程や予約方法など、詳しくは県ホーム
ページをご覧ください。

●HIV抗体・肝炎・梅毒検査、相談
感染への不安などの相談
日 6月1日㈭、15日㈭ 
    7月6日㈭
午後1時30分～2時10分

☎0795ー42ー9436
上記以外でも随時、保健師による相談を行っています。
場･問 (県）加東健康福祉事務所 健康管理課
　　  加東市社字西柿1075ｰ2  ☎0795－42－9362       

その他
６月は国の「食育月間」　毎月19日は「食育の日」
　食の大切さを理解し、豊かな心と健康な体を育みま
しょう。このような取組も「食育」につながります。

問(市)健康増進課
　(総合保健福祉センター内）

健　診

対象者には20日前までに案内文を送付します。
場 総合保健福祉センター

母　子
●母子健康手帳と助成券の交付
母子健康手帳と妊婦健診などの助成券を交付します。
併せて出産応援給付金の妊婦への面談も実施します。
時間に余裕を持ってお越しください。
持妊婦健診の領収書原本、振込先の通帳、マイナンバー
      が確認できるもの、運転免許証などの本人確認が
     できるもの

●乳房管理指導等における費用の助成
対産後24カ月未満の母親
持母子健康手帳、領収書原本、振込先の通帳

●みっきぃたまぴよサロン（産前サポート）
日 6月9日㈮　午前10時～正午
対妊婦と夫・パートナー
内マタニティヨガ体験と栄養士・助産師・保健師への
相談

期 6月6日㈫まで
持母子健康手帳、飲料、バスタオル
申 　　　【要申込】
場･問総合保健福祉センター

●みっきぃたまぴよサロン（産後サポート）
日 6月6日㈫　午前10時～正午
対妊産婦、乳児と家族
内相談、妊産婦同士の交流など（妊娠中も利用可）
持母子健康手帳
場･問総合保健福祉センター

健診名 健診日 対象者生年月 次回予定日

乳児集団 6月28日㈬ 令和5年2月 7月26日㈬

1歳6カ月児 6月15日㈭ 令和3年11月 7月13日㈭

3歳児 6月16日㈮ 令和2年2月 7月14日㈮

休日当番医・小児科救急当番医・休日歯科診療
※受診する前に当番医に電話で相談してください。来院の際にはマスクを着用してください。
当番医および診療科目は変更になる場合がありますので、事前に市ホームページまたは
医療機関へ電話で確認してください。緊急時のみ利用してください。
　 休日当番医          日 午前9時～正午、午後1時～5時（受付：午後4時30分まで）
　 小児科救急当番医    日火・木曜　午後6時30分～9時30分（受付：午後9時まで）
　 休日歯科診療          日午前9時～正午（受付：午前11時30分まで）
                                場休日歯科診療所（総合保健福祉センター内）☎86－0903　持健康保険証

▲申込はこちらから　

当番医および診療科目は変更になる場合がありますので、事前に市ホームページまたは

▲ホームページ

【内】内科【外】外科【整】整形外科【循】循環器科  【循内】循環器内科【精】精神科  
【神内】神経内科　【呼内】呼吸器内科  【リウ】リウマチ科  【耳】耳鼻咽喉科

▲ホームページ

家族や友人と
一緒に

　詳しくはホームページ
　をご覧ください▶

1日3食の習慣

感謝を込めて
「いただきます」
「ごちそうさま」

よく噛む

栄養バランスや
食品の買いすぎ
に気を付ける

6 月は
兵庫県エイズ予防月間

正しい知識と
行動を

■ 三木市健康医療相談ダイヤル
   ☎0120－682－086
  24時間年中無休

■ 小児救急医療電話相談
▶北播磨圏域子ども医療電話相談
　☎62－1371　
午後6時～10時（祝日・年末年始
　を除く）　

▶兵庫県子ども医療電話相談　
☎＃8000または☎078－304－8899
  月～土曜：午後6時～翌日午前8時　　
  日曜・祝日・年末年始：午前8時～
  翌日午前8時

「歯と口の健康展」のお知らせ　　
コロナ禍においてオンラインを中心に市民の皆さまに「健

けんこう
口」

の情報を発信してきましたが、今年は4年ぶりに対面でイベント
を開催します。皆さまの参加をお待ちしています。
日 6月11日㈰ 　午前9時～正午（開場午前8時45分）
場総合保健福祉センター
内・ミニ講座
　　「お口の病気と薬の深いつながり～医歯薬の連携について～」
　　「歯科衛生士による口腔衛生講習会」
　　「鎮静法や全身麻酔を用いた安心・安全な歯科治療」
　・高齢者よい歯のコンクール　・小学生絵画展　・個別歯科相談
問・歯科医師会　☎86－1622
    ・(市)健康増進課(総合保健福祉センター内）　☎86ー0900

▲詳細はこちらできることから始めよう！
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日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

健康のページ
総合保健福祉センター　
☎86－0900
事業や貸館などに休止・変更があります

吉川健康福祉センター　
☎72－2210

総合保健福祉センター・ 〒673‒0413 大塚1丁目6-40　　吉川健康福祉センター・ 〒673‒1192 吉川町大沢41217 広報みき 2023.6 16



職　　種 問い合わせなど

事務職(大卒・短大卒など）
定5名程度 試験日▶7月9日㈰　

期6月19日㈪まで
(市)総務課 人事係技術職(土木）

定 1名程度

▲ホームページ　

対  　 平成15年4月2日～平成16年4月1日生まれの方
内  　 式典に係る企画（記念品、アトラクションなど）
   および運営（司会、受付など）
期6月23日㈮まで
申窓郵 FAX　 市ホームページにある応募用紙に必
　要事項を明記し、申し込んでください。
定　　　　　     15名程度

問・申込（市）生涯学習課 社会教育係
             83－3699

先

先先

ホームページ▶

▲ホームページ

「二十歳の祝典」 実行委員

住まいの耐震化　土砂災害対策

①住宅建替工事費補助
　 対　 耐震性の低い住宅の建替え工事をする方
② 住宅簡易耐震診断
　 対昭和56年5月以前に建築された住宅（プレハ
      ブ住宅を除く）
③住宅耐震改修工事費補助
対耐震性の低い住宅の耐震改修工事をする方

④土砂災害対策改修費補助
　  対土砂災害特別警戒区域内の住宅において土砂
      災害対策改修を行う方
期①9月29日㈮まで
　②③④12月28日㈭まで
申窓事前に問い合わせの上、お越しください。
定　 ①③④　 2件、② 　13件
問・申込（市）建築住宅課 
          ①②③建築係 ④指導係

委員募集
詳しくはホームページで確認または
問い合わせてください。

委　員　名 問い合わせなど

金物振興審議会委員
定 3名

期 6月16日㈮まで
（市）商工振興課
かなもの振興係　

▲ホームページ　

先

先

項　目 日　時 場　所 問い合わせ☎

一　
　
　
　
　
般　
　
　
　
　
相　
　
　
　
　
談

行政相談 6月21日㈬ 午後1時30分～3時30分 市役所 2階入札室

秘書広報課
司法書士による相談　要予約     6名 6月14日㈬ 午後1時30分～4時30分

受付：6月13日㈫ 正午まで
市役所 2階入札室・
入札控室土地境界相談　要予約     6名

弁護士による相談 要予約 抽 8名 6月15日㈭ 午後1時30分～4時30分
受付：6月5日㈪まで。初回優先 市役所 2階入札室

市民ふくし相談　
日常生活の困りごと、ひきこもりなど

①6月5日㈪ 午後1時30分～4時 ☎
②6月14日㈬、21日㈬、24日㈯
　午前10時～午後3時 ☎

① 吉川支所
②市民活動センター

社会福祉協議会
82-4043
①72-2940
②86-7575

司法書士による
成年後見専門相談 要予約     3名 6月8日㈭ 午後1時30分～4時30分 総合保健福祉センター 成年後見支援センター

83-0226

人権相談 ①月～金曜 ☎
②6月2日㈮、③15日㈭  午後1時～4時   

①総合隣保館
②緑が丘町公民館
③市役所 2階入札控室

人権推進課
82-8388

農地相談 6月9日㈮ 市役所  2階
農業委員会事務局 農業委員会事務局

税務相談　要予約　 4名 6月14日㈬ 午後1時30分～3時30分 ☎
受付：6月9日㈮まで 市役所 3階第4相談室 税務課

年金相談　要予約 8月10日㈭ 午前10時～午後3時
受付：7月11日㈫～31日㈪ 小野市伝統産業会館 明石年金事務所

078-912-4983

若者就職相談
15～49歳の方の就職やキャリアの相談

6月20日㈫ 午後1時～4時
予約優先 サンライフ三木

さんだ若者サポート
ステーション
079-565-9300

Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
・
こ
こ
ろ
・
虐
待

DV相談　面談は要予約 月～金曜 午前9時～午後5時 ☎ DV相談室　 DV相談室　
82-8300

子どもいじめ相談　面談は要予約 月～金曜 午前9時～午後5時 ☎ 教育センター  3階
子どもいじめ防止センター

子どもいじめ防止センター
82-8110

こころの相談
うつや自殺予防のための相談

月～金曜 午前9時～午後5時 ☎
(時間外は他の相談窓口を紹介） 市役所  3階障害福祉課 障害福祉課

89-2471

青少年悩みの相談　面談は要予約 月～金曜 ☎ 教育センター  2階 教育センター
82-8686

児童虐待相談 月～金曜 午前9時～午後5時 ☎ 教育センター  2階
子育て支援課

子育て支援課
83-2266

女
性
・
教
育

女性のための相談

①火曜 午前10時～正午
   木曜 午後1時～4時　　             　　電話相談

②火曜 午後1時～4時　　 予約相談
   木曜 午前10時～正午    (面接・電話）　　　　　　　　　　　

教育センター  3階
男女共同参画センター

男女共同参画センター
89-2331
①89-2354

女性のための
弁護士相談 要予約　 4名

6月28日㈬ 午後1時50分～4時30分
受付：6月23日㈮まで【要事前面談】

あんしん教育相談　面談は要予約 月～金曜 ☎ 教育センター  2階 教育センター
83-2020

障
が
い
者

障がい者総合相談・虐待相談 月～金曜 ☎ 市役所  3階障害福祉課

障害福祉課
    89-2449福祉相談　要予約 ①月～金曜 午前9時～午後５時

②6月7日㈬、16日㈮ 午後2時～5時
①はばたきの丘
②吉川支所

身体障がい者相談　 6月3日㈯ 午前10時～午後３時 市民活動センター

先

先

先

先

まずは電話で問い合わせてください。他にも各種相談窓口があり
ます。詳しくは市ホームページ「相談窓口一覧」をご覧ください。

 開庁時間：午前8時30分～午後5時　　　
　 先着　   定員を超えると抽選　☎電話相談も実施抽

ひとりで悩まずご相談ください相 談 窓 口

先

先

午後1時～4時　　 
午前10時～正午    

募集・採用

職　　種 問い合わせなど

アフタースクール
補助員
定 5名程度

試験日▶後日連絡　
期6月16日㈮まで
(市)教育・保育課 
アフタースクール係

▲ホームページ　

【会計年度任用職員(非常勤職員）】
▼採用期間　7月25日～8月31日

職員募集
詳しくはホームページ
をご覧ください。　　
【正規職員】
令和6年4月採用予定の市職員を募集します。
高卒者・社会人経験者対象の試験は
9月に実施予定です。

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

キミの挑戦が
ミキを変える !
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日 ①6月8日㈭ ②6月21日㈬ ③6月22日㈭　
   午前10時～午後4時   
内 20分程度の対話形式の記憶力チェック、 結果
    説明、健康相談など
期 各開催日の2日前まで　申 ☎  定 　各5名
場・問・申込
①中央地域包括支援センター  ☎89－2337
　②西部サブセンター  ☎83－0160
　③吉川サブセンター  ☎72－2222

日 ①6月10日㈯　午前9時～正午
　 ②6月11日㈰　午前9時～午後1時
内 ①基礎的な心肺蘇生やAEDを使った講習など　
    ②①に加え、筆記試験や実技試験  
場 消防本部　申 ☎ 窓 　定 先各30名
問・申込 (市)消防署 救急救助課　☎89－0173

普通救命講習

頭の健康チェック同和教育セミナー
問 総合隣保館　☎82－8388

先

●第1回
「部落差別解消過程の現段階と問題克服への課題」
日 6月9日㈮　午後6時30分～8時
場 教育センター
講 谷元昭信さん（部落解放論研究会）
●第2回
　「爺さんの独り言」
日 6月16日㈮　午後6時30分～8時
場 青山公民館　講 島田恒夫さん（元小学校長）
●第3回
　「三木の部落解放運動50年の歩み」
日 6月23日㈮　午後6時30分～8時
場 教育センター　講 橘田好正さん

　

　成年後見制度の内容と後見人の役割についての
映像を上映（出前講座も随時受付中）。
日 6月23日㈮　午前10時～11時
場 総合保健福祉センター
期 6月22日㈭まで
申 ☎ FAX 　     住所、氏名、電話番号を明記し、 
   申し込んでください。  
問・申込 成年後見支援センター
　　　 ☎83－0226     86－0860　
             chiiki@miki.or.jp ▲申込はこちら

　

映像で学ぶ！ 
はじめての「成年後見制度」

　人と人とのつながりと癒しの輪を広げる、聴き
上手、話し上手ボランティアを養成します。
日 6月21日㈬、28日㈬、7月5日㈬
 午後1時30分～
場 市民活動センター
対 講座終了後、傾聴ボランティア活動を志す方
費 1,000円（全3回）　申 ☎ 定 先 20名
問・申込 ボランタリー活動プラザみき　☎83－0090

聴き上手ボランティア養成講座

男女共同参画センターこらぼーよ
住所、氏名、電話番号を明記し、申し込んでください  
問 ☎    89－2331　

●三木市男女共同参画週間記念講演会
日 7月2日㈰　午後1時～2時30分
場 教育センター　4階大研修室
内 男女共同参画
～男らしさの呪縛からの解放をめざして～

講 伊藤公雄さん　
託　  10名（未就学児）〔期 6月23日㈮まで〕
申 ☎ FAX　   
定 　 会場100名、 Zoom100名

●出張！女性のための働き方セミナー
日 7月15日㈯　午前10時～正午
場 教育センター　3階セミナー室
内 ～伝わる話し方で～
  面接攻略セミナー
講 川邊暁美さん
託    10名（未就学児）〔 期 7月7日㈮まで〕
申 ☎ FAX　    定 　 8名

●男女共同参画セミナー 
   緑が丘町公民館出前講座
日 7月19日㈬　午前10時～11時30分
内 女のものさし・男の定規
講 黒崎輝美さん
託    10名(未就学児）〔 期 7月12日㈬まで〕
申 ☎ 定 　 30名
場・申込 緑が丘町公民館　☎85－7011

先

　 申込は
こちら▶

先

先

　 先

先

申込は
こちら▶

①いけばな  ②茶道  ③筝曲(琴）  ④囲碁  ⑤将棋
⑥日本舞踊  
日・場①7月～1月　中央・青山公民館
     ②7月～11月　中央・別所町・吉川町公民館
     ③7月～12月　中央公民館
     ④7月～3月　青山公民館
     ⑤7月～3月　中央・緑が丘町公民館
     ⑥7月～11月　中央公民館
     いずれも月1回～4回程度（主に土・日曜）
対 市内在住の小・中学生　
期 6月20日㈫まで　申 ☎ 窓
費用など、詳しくは問い合わせてください。
問•申込 (市)文化・スポーツ課 文化芸術係

伝統文化こども教室

日 6月20日㈫　
　①午後1時30分～2時30分
　②午後2時30分～3時30分
場 緑が丘町公民館
対 会員登録してみたい方、興味・関心のある方
内 ①会員登録の方法、活動内容など
　 ②協力会員の活動方法などを学ぶ　
申 ☎ FAX 住所、氏名、電話番号を明記し、申し込ん
　でください。
問•申込 高齢者ファミリーサポートセンター
　　　 ☎83－7300　
          　86－0860

高齢者ファミリーサポートセンター
①説明会②協力会員養成講座

日 6月26日㈪　午前10時～正午
講 池田早苗さん　
期 6月17日㈯まで
費 600円　
申 ☎ 窓 　定 先 12名
場・申込 中央公民館　
          ☎82－2007

押し花ハガキ教室

家族介護者交流会

日 6月15日㈭　午後1時～3時
場 教育センター　3階セミナー室2
対 高齢者のお世話をしている方、していた方
内 介護セミナー
　 「アロマで睡眠の質を改善しましょう」
期 6月13日㈫まで 申 ☎ 窓   
問・申込 (市)介護保険課 介護予防係

先

相
　
　
談

健
　
　
康

子
育
て

教
室・講
座

募
集・採
用

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

施
　
　
設

教
室・講
座

催
　
　
し

 6月16日㈮　午後6時30分～8時

市ホームページから視聴できます▶

Hello Friends
ALT(外国語指導助手)英会話サービス

問  (市)学校教育課

教室・講座

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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臨

吉川児童館
休 日・月・祝日 申 　 問 ☎72ー2220

▼開館時間　午前9時～正午、午後1時～4時30分

あつまれKids
場 吉川児童館
対 市内在住の小学生
期 6月25日㈰まで　定 抽 16名
詳しくはホームページで確認してください。
●パステルで描いたアートで万華鏡作り
　～キラキラ輝くあなただけの宝石箱～
日 7月28日㈮　午前10時～11時30分
内 パステルアートの万華鏡作り
講 佐藤由佳さん　
持 手拭きタオル
費 300円
●おかしの箱でパズルを作ろう
日 8月1日㈫　午前10時～11時30分
講 多田繭香さん
持 手拭きタオル、お菓子の箱、ハサミ、
 作品を入れる袋
費 300円
●小物づくり
　～卓上コロコロを作ってみよう～
日 8月3日㈭　午前10時～11時30分
講 西川美也子さん　
持 手拭きタオル・作品を入れる袋
費 500円

児童センター
休 第4日曜 申　　問 ☎82ー2069

▼開館時間　午前9時～正午、午後1時～5時

小学生事業  チャレンジKids
場 ①②④児童センター
 ③ハートフルプラザ　クッキングルーム
対 市内在住の小学生
期 6月25日㈰まで
定 抽①③④各20名、②16名
詳しくはホームページで確認してください。
①夏休み自由工作
日 7月22日㈯　午前10時～11時50分
内 廃材を使った作品作り
講 網中勇二さん　持 筆記用具
②楽しい絵画
日 7月29日㈯　午前10時～11時50分
内 ポスターの描き方を学ぼう
講 金丸英子さん　費 100円
持 のり、ハサミ、色鉛筆、名前ペン、筆記
 用具

③調理は科学だ！
日 8月7日㈪　午前10時～11時50分
内 ホットケーキの科学実験
講 加藤加代子さん　費 300円
持 エプロン、三角巾、ふきん
④楽しいエコ工作
日 8月21日㈪　午前10時～11時50分
内 お魚エレベーター作り
講 エコ三木
持 500㎖の透明ペットボトル

親子の絆づくりプログラム
「赤ちゃんがきた！」(BP1)
日 7月6日～27日(木曜 全4回）
　 　午後1時30分～3時30分
場 児童センター　プレイルーム
対 7月6日時点で生後2～5カ月の赤ちゃん
       (第1子に限る）と母親
内 親子の絆づくり、子育ての仲間づくりなど
期 6月29日㈭まで　
費 1,100円(テキスト代）
申 ☎ 窓 　 定 先 10組

　

日 6月24日㈯　午前9時30分～11時
場 市役所北玄関　
期 6月23日㈮まで　申 窓

定 先 17名（5月24日時点。7月分受付可。）
  幼児用シート(ISOFIX型も)の寄贈をお願い
します。ボランティア募集中。

問・申込 (市)生活環境課 交通防犯係

チャイルドシートの貸し出し

　市内在住で、経済的な理由で小・中学校に就
学することが困難な家庭に、学用品費や学校給
食費、修学旅行費などの教育費の一部を援助し
ます。なお、この制度は毎年申請が必要です。
期 6月16日㈮まで
 随時受け付けますが、受付期限を過ぎると、
4月にさかのぼった援助ができなくなります。

申請  ・通学している小・中学校
　　  ・市役所5階学校教育課
問  （市）学校教育課 学事係

小・中学校への就学を援助

ク　ラ　ス 日　程 場　所　・　内　容

みんなであそぼう

6月9日㈮ 青山公民館　
6月14日㈬ 自由が丘公民館　リズムあそび 栄

6月16日㈮ 吉川児童館　誕生会 栄

6月21日㈬ 児童センター　誕生会・人形劇
6月28日㈬ 細川町公民館

あかちゃんあつまれ1
対 5カ月までの乳児と保護者 7月4日㈫ ベビーマッサージ 保

児童センター
【要申込】
定 先 各10組程度

あかちゃんあつまれ2
対 6～9カ月の乳児と保護者 7月18日㈫ 夏のあそびを楽しもう 栄

あかちゃんあつまれ3
対 10～12カ月の乳児と保護者 7月25日㈫ 夏のあそびを楽しもう 保

作保

遊びに来てね！
子育てキャラバン
10：00～11：30

児童館スタッフが地域の公民館に出向いて、楽しい親子
時間を作ります。次の専門家による相談もできます。
保  保健師　作作業療法士 栄  栄養士 

保

保

対  市内在住で、就労などにより昼間保護者など
が家にいない小学生

期  6月9日㈮まで
  三樹、三木、緑が丘東は募集していません。
他校区のアフタースクールへ申請してくだ
さい。

▶ 開設日　7月25日㈫～8月31日㈭
　開設時間、休日に関しては、市ホームページ
　で確認してください。
費  ・保護者負担金：14,000円
　・延長保護者負担金：4,000円
　・土曜日保護者負担金：500円/回
　・おやつ代・諸費：4,000円
　・保険代：800円
申  窓 郵 市ホームページにある申込用紙に必要
   事項を明記し、以下に申し込んでください
  （通年利用の入所許可児童については、申請の
   必要はありません）。
・市役所5階教育・保育課
　・募集している各アフタースクール（午後2時～6時）
問  ・申込（市) 教育・保育課 アフタースクール係

夏休み期間アフタースクール　
入所児童を募集

★ みきっこＡＬＢＵＭ ★

山本 雅
まさ き
生くん（4歳）

Thank 
you！
みきっこ
募集中！

▲ ホームページ
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日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）
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梅雨の季節になり、梅雨前線による大雨や洪水などの災害
が発生しやすくなります。
　エフエムみっきぃでは、市内に大きな災害が発生、または
発生する恐れがある場合に、防災情報や緊急情報を敏速に放
送します。

　いざという時は、ラジオをエフエムみっきぃ
76.1MHzに合わせてください。
　災害に関する情報提供も受け付けています。

問い合わせ・申し込み
三木紫陽花祭り実行委員会
　☎ 86－1250

　住所　福井字三木山
　開園時間　午前9時～午後5時

76.1MHz エフエムみっきぃ　http://www.fm-miki.jp/　☎86－0761 FAX86－1761 ✉761@fm-miki.jp

災害時の情報を敏速にきめ細かく放送します

　午前10時～

2015年に「ヨガの日」が創始されました。6月
21日にちなみ、気軽に「ヨガ」を体験できるイベン
トを開催します。
日 6月18日㈰　午前11時～正午
期 6月16日㈮まで
持  ヨガマットまたはバスタオル（なければ貸出
可）、飲料、室内シューズなど

申 ☎ 窓
定 先□ 15名
場・問・申込 コミュニティスポーツセンター
　　　　　☎83ー3434

ヨガ無料体験会

　あじさい祭り直前の「あじさいフローラみき」を
堪能できるイベントです。森を散策しながら、色
とりどりのあじさいを鑑賞ください。
日 6月8日㈭　受付時間：午前9時～10時
▶コース　（受付場所：神戸電鉄　三木駅）
  三木駅→三木鉄道記念公園→道の駅みき→三木
ホースランドパーク→あじさいフローラみき→三木駅
　雨天または雨天が予想される場合は中止するこ
とがあります。
▶当日の中止・決行の問い合わせ（午前7時以降）
神戸電鉄　鈴蘭台駅
　☎078－591－0064
問  (市)観光振興課 観光振興係

第2回　みっきぃハイキング
あじさいフローラみき
散策コース（約９キロ）

　市内に点在する子午線標識は、どれもユニーク
で、先人の熱い思いが込められた標識ばかりです。
そんな標識たちに秘められた歴史などを分かりや
すく、簡単に紹介します。
日 7月8日㈯　開場：午前10時
 　　　　　 開演：午前10時30分
場 みき歴史資料館
講 吉野健一さん（子午線文化研究家）
問 (市)観光振興課 観光振興係

講演会
三木の子午線標識『四つの謎』を解く

　季節を代表する「さつき」愛好家が数十年の長き
にわたり丹精込めて育てた盆栽および競技花の展
覧会を開催します。
日 6月3日㈯　午前9時～午後5時
 6月4日㈰　午前9時～午後4時
場  ①三木会場：道の駅みき　2階催事場
②吉川会場：山田錦の館　研修室

問 (市)文化・スポーツ課 文化芸術係

市の花「さつき」展覧会

あじさい祭り
6月10日㈯ ～ 7月9日㈰

あじさいフローラみきは「関わる全ての人が幸せ
になるあじさい園」に向けて、大人も子どもも自然
と笑顔になるような、楽しいイベントを開催します。

苔テラリウム教室
参加費　Sサイズ　  1,300円
 　　Mサイズ   1,500円
 　　 Lサイズ　  2,800円

定 員 先□ 20名　【要申込】

あじさいワークショップ
参加費　1,500円～2,000円
定員　 先□ 10名　【要申込】

寄せ植えコンテスト授賞式

2023
毎週火曜定休日
イベント期間中は入園料（300円）が必要です。

　午前10時～

　午前10時～正午

　午前10時～　（60分程度）

　午後1時～　（60分程度）
あじさいワークショップ
参加費 1,500円～2,000円
定 員 先□ 10名　【要申込】

7月9日㈰

　午後2時～

6月4日㈰

ポニー乗馬会
午前10時～午後3時

寄せ植えコンテスト
作品展示期間　6月11日㈰～7月9日㈰
参加費　材料費のみ

花は当日自由に選べます。
植木鉢は持ち込み可。当日購入も可。

持ち物　手袋、汚れてもよい服装
定 員 先□ 30名　【要申込・当日参加可】

その他のイベント

寄せ植え教室
参加費 材料費のみ

花は当日自由に選べます。
植木鉢は持ち込み可。当日購入も可。

持ち物　手袋、汚れてもよい服装
定 員 先□ 20名　【要申込・当日参加可】

　住所　福井字三木山　住所　福井字三木山

in

▲ ホームページは　
こちら

6月市議会生中継

1日㈭、13日㈫
16日㈮、28日㈬
〔予備日：19日㈪〕

　議場から中継でお送り
しています。

6月25日㈰

6月17日㈯

6月11日㈰

詳しい日程や詳細については、
ホームページを確認してください。

別所ともえ太鼓会演奏

三木警察署　交通安全キャンペーン
キッチンカー

YASAITO marchè
フラワーマーケット

中学生以下　無料

▲ホームページ

あいにきてね！

　開園時間　午前9時～午後5時　開園時間　午前9時～午後5時

防災番組を毎週
お届けしています。

毎週日曜
午後2時～2時55分

「みんなのサンデー防災」

　いざという時は、ラジオをエフエムみっきぃ

付けています。
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日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）
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夏のキノコ山探検【要予約】
日  7月1日㈯　午前10時～午後1時
 （受付：午前9時30分～）雨天内容変更
費 500円 定 先□ 30名
三木山でハワイアンとフラダンス【要予約】
日 7月9日㈰　午後2時～4時
費 300円
定 先□ 200名

三木山森林公園
期 6月1日㈭～　休水曜
申 ☎ 窓 問・申込 ☎83－6100

刃物研ぎ
日 第1、3日曜　午前9時～11時30分

山田錦の館
休 月曜　問 ☎76ー2401

ポイント2倍
日 6月6日㈫、16日㈮、21日㈬、29日㈭
日本酒風呂
　 男性 日 6月11日㈰、25日㈰
女性 日 6月4日㈰、18日㈰

吉川温泉よかたん
休 月曜 問 ☎72ー2601
●臨時休館（定期設備点検のため）
日 6月13日㈫、14日㈬

刃物研ぎ
日  土曜　午前8時～11時

道の駅みき
問 ☎86ー9500

イベント
情報は
こちら▶

楽茶会
日   6月4日㈰
 午前10時～午後3時
費  500円

旧小河家別邸
休 月～水曜 問 (市)観光振興課

ふすまの下張り剥離作業
日  6月2日㈮、16日㈮
午後1時～3時

旧玉置家住宅
休 火曜　問 (市)観光振興課 

企画展  池内悦子展
墨いろ－こころごよみ 第1章
　　　　　　　　　－はじまりは1・17－
日 6月18日㈰まで
内  墨と和紙による絵画作品を展示。
▶  6月11日㈰午後2時～
　　作家によるギャラリー
　　トークを開催します。

堀光美術館
休  月曜　問 ☎82ー9945

よしもとお笑いライブｉｎ三木
～夏休み直前！
　　　　　人気芸人とすっちー新喜劇が大集合～
日 7月16日㈰
　　午前11時30分～、午後3時～（2回公演）
場 大ホール
内  COWCOW、笑い飯、トレンディエンジェ
ル、おかずクラブなどによるお笑いライブ
と、すっちー、末成映薫、池乃めだかなどに
よる吉本新喜劇。

費 全席指定
 前売 5,000円
 当日 5,500円

三木市文化会館
休 火曜 問 ☎83－3300

ホースランドぷれいパーク②
～ウォーターバトル～
日 7月2日㈰　午前10時～午後3時
場 エオの森　キャンプ場
対 小学1年～6年生
費 1名につき、1,500円 
定 先□ 30組
My望遠鏡を作って、星を観よう！！
（「天文の里 三木ホースランドパーク」シリーズ①）
日   7月29日㈯　午後6時30分～8時30分
場 エオの森　研修センター
対 小・中学生（保護者同伴）
費 1台につき、2,500円（材料費） 
定 先□ 10組

三木ホースランドパーク
期 6月1日㈭～　申 ☎ 窓
問・申込  ☎0120－816－892

・中央図書館　☎83ー1313　  83ー1314　休 ～6日㈫、22日㈭
・吉川図書館　☎72ー1108　  72ー1109　休 22日㈭、26日㈪～28日㈬
・青山図書館　☎87ー8000　  87ー7100　休 12日㈪～14日㈬、30日㈮

日  6月10日㈯　午前11時～11時30分
対 子どもと保護者
内  MEN'S絵本プロジェクト
 「いぶし銀」によるおはなし会

おっちゃんの絵本読み聞かせ会
場・問 吉川図書館

あおとフェス2023
場・問 青山図書館

付録のプレゼント
日 6月4日㈰
内  本を借りた方に、所蔵雑誌・図書の付録を先
着順でプレゼント（1人1点限り）

1日限定CD＆DVD貸出２倍Day
日 6月10日㈯　午前10時～午後6時
内 CDとDVD合わせて2点貸出
　（通常はどちらか1点）

ぬりえ＆ブックカバーの配布
日 6月18日㈰～25日㈰
内  青山図書館のマスコットキャラクター「あ
おとくん」のぬりえと、三木染形紙文様の
ブックカバーを期間限定で配布

日 7月3日㈪　午前11時～11時45分
対 子どもと保護者
内  七夕にちなんだ絵本の読み聞かせとセンサ
リーボトルの工作

定 先□ 10組

すくすくのたなばたおはなし会
場・問 吉川図書館

▲作品「とおい旅」

日 6月11日㈰　午前9時～
場  金物資料館横の古式鍛錬場
 （上の丸町）
内 鏝

こて
の古式鍛錬を披露

古式鍛錬

見ごろ聞きどき

休 火曜
問 観光協会　☎83－8400◀ メッセみきの

イベント情報は
こちら

　　　　　人気芸人とすっちー新喜劇が大集合～

  COWCOW、笑い飯、トレンディエンジェ
おかずクラブなどによるお笑いライブ

と、すっちー、末成映薫、池乃めだかなどに

よしもとお笑いライブｉｎ三木
～夏休み直前！
　　　　　人気芸人とすっちー新喜劇が大集合～

　　午前11時30分～、午後3時～（2回公演）
場

 83ー1314　
 72ー1109　
 87ー7100　

日  
対 子どもと保護者
内  MEN'S絵本プロジェクト
 「いぶし銀」によるおはなし会

場

日 7月3日㈪　午前11時～11時45分
対 子どもと保護者
内  七夕にちなんだ絵本の読み聞かせとセンサ

定

場

（「天文の里 三木ホースランドパーク」シリーズ①）

  本を借りた方に、所蔵雑誌・図書の付録を先

  青山図書館のマスコットキャラクター「あ
おとくん」のぬりえと、三木染形紙文様の

ホースランドぷれいパーク②
～ウォーターバトル～

場
対

My望遠鏡を作って、星を観よう！！
（「天文の里 三木ホースランドパーク」シリーズ①）

場
対

付録のプレゼント

　（通常はどちらか1点）

夏のキノコ山探検【要予約】

三木山でハワイアンとフラダンス【要予約】

ポイント2倍

日本酒風呂
　 男性 

▲作品「とおい旅」

◀ メッセみきの
イベント情報は

刃物研ぎ

刃物研ぎ

楽茶会

ふすまの下張り剥離作業

企画展  池内悦子展
墨いろ－こころごよみ 第1章
　　　　　　　　　－はじまりは1・17－

　　作家によるギャラリー
　　トークを開催します。

吉川温泉よかたん堀光美術館 三木市文化会館三木ホースランドパーク

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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　1976（昭和51）年に開館した金物資料館は、三木
に伝わる金物に関する資料や大工道具（鋸

のこぎり
・鑿
のみ
・鉋
かんな
・

鏝
こて
・小
こがたな
刀）などを一般公開しています。展示されてい

る金物の数は約3,500点にのぼり、愛好家をはじめ、
DIYを趣味とする方などを中心に、県外からも多く
の来館者が訪れています。

問 金物資料館
　 （上の丸町5ー43）
 ☎83ー1780

先人が積み上げてきた技術・考えに触れる場

展示数約3,500点！金物のまちならではの資料館

三木市立金物資料館

　古来の伝統技法を継承するため、三木金物古
式鍛錬技術保存会の5部会（鋸

のこぎり
・鑿
のみ
・鉋
かんな
・鏝
こて
・小
こがたな
刀）

のメンバーが交代で公開実演を行っています。
鍛造に使う炎を制御する「鞴

ふいご
」を使い、その御神

火で鉄を鍛える光景を間近で見学できます。
場 金物資料館横の古式鍛錬場
問 三木工業協同組合　☎82ー3154

原則毎月第1日曜に金物神社で古式鍛錬が見れます！

三木市立金物資料館
館長　藤本 光宏 さん

今月の開催予定は27ページで紹介！

製造工程の紹介では説明
のパネルと各製造段階の
実物品を展示している。

たたらで精錬された鉄の塊
「鉧（けら）」。この中にごく
僅かな鋼が含まれている。

　金物資料館は、金物のまち三木に伝わる伝統
的手工業の製法や金物製品の貴重な資料を収
集・保存・展示する施設として開館しました。展
示物の多くは有志から寄贈いただいた大変貴重
なものばかりです。
　当館の特徴は、原材料から製品化までの製造
工程を実物で見ることができるパネルが数多く
展示されているところです。1つ1つの工程を

詳しく紹介する展示はめずらしく、伝統的手工
業を後世に残そうとした先人たちの意志を強く
感じます。
　また、日本で千年以上にわたって受け継がれ
てきた製鉄法である「たたら製鉄」の資料や道具
のほか、たたら製鉄で生み出された金物の原材
料となる鋼などの展示もあり、見ごたえたっぷ
りです。
　私たちの祖先が積み上
げてきた技術を大切に守
りつつ、産業のさらなる
発展を促す一つの場とし
て活用してもらえること
を念頭に、今後も資料館
の充実に取り組みます。
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